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1. はじめに 

 海洋において，植物プランクトンが細胞内に生成するジメチルスルフォニオプロピオネ

ート（以降，DMSPと記す）が，海水中に放出され，植物プランクトンやバクテリア由来の

DMSP分解酵素の触媒反応を受けることで，硫化ジメチル (以降，DMSと記す)が生成する．

このDMSは海洋から大気に放出される生物起源の揮発性硫黄化合物のひとつで，磯の香り

の主成分として知られる．DMSが大気中で酸化されると，二酸化硫黄やメタンスルホン酸

になる．これらの酸化物は，さらに酸化され，エアロゾルや雲の凝結核を生成し，そこか

らできた雲が，地表面に届く太陽放射を妨げる．DMSは，地球温暖化に負の影響を与える

物質の源であると言え (Charlson et al. 1987)，海洋の生物活動が媒介する気候変動要

因として近年注目を集めている．  

 これまで，南極海，東経140度に沿って行った観測の結果から，海氷と海水中DMS濃度と

が密接に関係している可能性が示唆された（Kasamatsu et al. 2005）．そこで，海氷分

布に応じて変化すると考えられる植物プランクトンや動物プランクトン分布がDMSおよび

DMSP分布に与える影響を評価することを目的に研究を行った． 



 - 141 -

2. 観測 

2-1. Chl. aのサイズ分画 

 海水サンプルは，S1 – S10 (水深 0 – 200 m)において，FSI-CTD付き20 Lニスキンボト

ルから，L1, L4, L5, L8, L9, L12 (水深 0 – 200 m)において，SeaBird-CTD付き5 Lニス

キンボトルから，1 L容の茶褐色瓶に採水した．Chl. aのサイズ分画は，直径47 mmの孔径

約0.7 µm (Whatman GF/F), 2 µmおよび10 µm (Whatman Nuclepore)フィルターを使用でき

る3連のろ過システムを用いて行った．600 mLの試水をろ過したフィルターから，DMFでChl. 

aを抽出し（Suzuki and Ishimaru 1990），ターナー蛍光光度計で船上で分析した． 

2-2. DMSおよびDMSP 

海水サンプルは，S3 - S10（表面のみ，バケツ採水）, L1, L4, L5, L8, L9, L12（0 – 200 

m）において，SeaBird-CTD付き5 Lニスキンボトルから，試水が大気に触れないようシリ

ンジを用いて採水した．DMS, 粒状態DMSP, 溶存態DMSPをGC-FPDを用いて測定した

（Kasamatsu et al. 2004）. 粒状態DMSPの一部は、GF/F-2, 2-10, >10 µmの3段階にサイ

ズ分画して測定を行った。 

 

3. 結果 

 南極海において海氷面積が多い海域の一つとされるリュツォ・ホルム湾沖を中心に南緯

43 - 68 度，東経 25 - 105 度の海域において観測を行ったところ，海洋表層の DMS 濃度は，

氷縁域においてもっとも高く，最大で 11 nmol·L-1 であった．氷縁域につづき，亜熱帯前

線付近，極前線付近における DMS 濃度も高かった (Fig. 1a)．表層の Chl. a も同様に分布

していた (Fig. 1b)．リュツォ・ホルム湾沖においてより詳細な観測を行ったところ，粒

状態DMSP濃度とChl. a濃度には高い正の相関があり，粒状態DMSP: Chl. a比は約36 (nmol· 

µg-1)であった．これは，様々な植物プランクトン群集が存在する海域で得られている値に

一致する．これまでに東経 140 度の氷縁域で得られている粒状態 DMSP: Chl. a 比は約 5

であり，リュツォ・ホルム湾沖と比較して非常に小さい．さらに，東経 140 度の氷縁域で 
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Fig. 1 Distributions of DMS (a) and Chl. a (b) during the cruise. The number in 

parentheses shows concentration of DMS (nmol·L-1) or Chl. a (mg·m-3) at sea surface 

 

は，孔径 10 µm 以上の分画に占める Chl. a 濃度が高いのに対し，リュツォ・ホルム湾沖で

は，孔径10 µm以上の分画と孔径2-10 µmの分画が占めるChl. a濃度が同程度であった (Fig. 

2)．ここから，リュツォ・ホルム湾沖と東経 140 度の沿岸域では優占する植物プランクト

ン種が異なり，それに引き続く動物プランクトンやバクテリアの分布が異なるため，DMS

の分布にも差が生じることが示唆された． 

 

Fig. 2 Spatial variations of size fractionated Chl. a concentrations (integrated from 

0 – 200 m) near the ice edge. Samples for 140°E were taken by JARE43 cruise in February 

2002 at 66.4°S, and for Lützow-Holm Bay were taken by this cruise at 67.6°S.     
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